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町
政
を
問
う

一般質問今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。

藤咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9

　・廃校活用について	 	 	

　・住宅リフォーム助成制度について

　

薗部　　　一　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10

　・職員の健康管理について	 	 	

　・野生鳥獣対策について	 	 	

　・道路行政について

三村　孝信　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11

　・下水道事業について

傍聴者報告
第４回定例会
（12月５日〜12日まで開催）	 23人
第５回臨時会
（12月26日）	 	 19人

議会を傍聴しましょう！

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　http://www.town.shirosato.lg.jp

車いすでの傍聴も出来ます。
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藤

咲　

小
学
校
は
子

や
孫
、
ひ
孫
が
代
々
通

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

学
校
行
事
で
は
家
族
が

集
う
地
域
の
文
化
の
拠

点
で
あ
る
。
私
は
、
廃

校
に
な
っ
た
古
内
小
学

校
施
設
を
歴
史
民
俗
資

料
館
と
し
て
再
活
用
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

城
里
町
の
小
学
校
教
材

「
学
ぶ
っ
く
」
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
57
の
文
化
財

な
ど
を
具
体
的
な
姿
と

し
て
展
示
す
る
こ
と
は

意
義
あ
る
こ
と
で
は
な

い
か
。

　

現
在
、
常
北
小
学
校

の
資
料
室
に
脱
穀
機
や

ノ
コ
ギ
リ
な
ど
の
古
い

民
具
が
残
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
町
に
豊
か
な
自
然

と
と
も
に
生
き
た
先
人

た
ち
の
営
み
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
こ
こ
は
普
段
鍵
が

か
か
っ
て
い
て
児
童
や

町
民
が
自
由
に
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
町
の
歴

史
資
料
が
歴
史
館
や
茨

大
の
図
書
館
な
ど
に
保

管
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

並
松
遺
跡
や
藤
前
遺
跡

の
調
査
発
表
の
際
に
は

多
く
の
見
学
者
が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

町
民
の
関
心
は
あ
る
。

　
「
学
ぶ
っ
く
」
の
方
向

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

《町長》	校舎のすべてを資料館とするには
	 広すぎる

廃校利用について
旧古内小学校に歴史民俗資料館の設置を

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
後
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い

藤

咲　

私
は
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
さ
ら
な
る
利
用
拡
大

を
願
っ
て
い
る
。
こ
れ

の
利
用
は
町
内
の
経
済

に
も
貢
献
す
る
も
の
だ

が
、
利
用
が
商
工
会
入

会
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
間
私
の
知
人
が
商

工
会
員
で
な
い
業
者
の

た
め
利
用
で
き
な
い
と

断
ら
れ
た
。
こ
の
事
業

を
商
工
会
の
枠
内
だ
け

の
も
の
に
し
て
い
い
の

か
。
現
在
の
や
り
方
か

ら
全
町
民
が
等
し
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
改
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

町

長　

町
民
の
リ
フ

ォ
ー
ム
促
進
と
同
時
に

町
内
商
工
業
者
の
振
興

を
目
的
と
し
た
制
度
。

さ
ら
に
利
用
を
広
げ
る

た
め
、
広
告
媒
体
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ

ラ
シ
広
告
な
ど
の
強
化

に
よ
っ
て
、
今
後
さ
ら

な
る
利
用
拡
大
に
努
め

て
い
き
た
い
。

い
く
も
の
と
し
て
、
旧

古
内
小
学
校
を
民
俗
資

料
館
と
し
て
の
活
用
を

提
案
し
た
い
。

町

長　

校
舎
の
す
べ

て
を
資
料
館
と
す
る
に

は
広
す
ぎ
る
。
現
在
、

桂
図
書
館
内
に
郷
土
資

料
館
、
七
会
に
山
村
文

化
資
源
保
存
伝
習
館
が

あ
る
。
町
民
の
郷
土
へ

の
理
解
と
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
に
、
た

と
え
ば
黒
澤
止
幾
の
生

家
を
活
用
す
る
こ
と
も

検
討
し
た
い
。
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薗

部　

職
員
の
中
で

身
体
面
や
精
神
面
で
体

調
を
崩
さ
れ
て
診
療
や

入
院
さ
れ
て
い
る
方
は

い
る
の
か
。

町

長　

12
月
１
日
現

在
で
療
養
休
暇
を
取
っ

て
い
る
職
員
は
１
名
。

休
職
中
は
１
名
だ
。

薗

部　

職
員
が
職
場

の
変
更
や
職
種
が
増
え

負
担
に
な
っ
た
時
、
周

り
や
上
司
に
相
談
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。
新
採
職
員
も

楽
し
く
元
気
に
働
け
る

環
境
は
必
要
だ
。

　

産
業
医
の
立
場
は
。

町

長　

職
員
の
悩
み

を
聞
く
機
会
は
月
一
回

課
長
が
面
談
し
て
情
報

が
上
が
っ
て
く
る
。
城

里
町
衛
生
委
員
会
を
設

置
し
て
い
る
。
各
課
長

か
ら
の
報
告
で
、
必
要

が
あ
れ
ば
産
業
医
と
面

接
・
相
談
で
き
る
。

薗

部　

農
作
物
・
農

業
施
設
等
の
被
害
額
・

被
害
状
況
は
ど
う
か
。

　

対
策
と
し
て
今
後
は
。

町

長　

農
業
共
済
は

13
件
、
被
害
額
は
50
万

円
程
度
だ
。
町
の
調
査

で
は
55
件
で
４
０
０
万

円
以
上
。

　

対
策
は
、
狩
猟
免
許

取
得
の
補

助
、箱
わ
な
、

電
気
柵
の
購

入
補
助
や
わ

な
の
見
回
り

活
動
員
の
検

討
、
ジ
ビ
エ

倍
増
モ
デ
ル

整
備
事
業
、

ジ
ビ
エ
カ
ー

の
導
入
を
検

討
す
る
。

※
ジ
ビ
エ
カ
ー
…
ジ
ビ

エ
（
野
生
鳥
獣
）
の
解

体
処
理
車

薗

部　

鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
補
助
金
を

現
在
の
２
０
０
万
円
か

ら
二
倍
、
三
倍
に
し
て

は
。

　

く
く
り
わ
な
は
年
間

通
じ
有
害
駆
除
は
で
き

職員の健康管理について

《町長》	衛生委員会を設置している
薗
そ の べ

部　一
はじめ

　議員

野
生
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

10
月
に
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
で
き
た

道
路
行
政
に
つ
い
て

《
町
長
》

区
長
要
望
に
よ
り
改
良
工
事
を
し
た
い

薗

部　

町
内
で
旧
常

北
地
内
の
道
路
は
狭
く

生
活
道
路
と
し
て
児
童

の
通
学
、
緊
急
車
両
が

入
れ
な
い
道
路
が
あ
る
。

今
後
の
計
画
は
あ
る
の

か
。

町

長　

消
防
署
の
調

査
で
は
、
旧
常
北
地
内

で
中
型
以
上
の
入
れ
な

い
路
線
は
35
路
線
。
４

メ
ー
タ
ー
以
下
の
町
道

は
６
５
０
路
線
。
道
路

の
改
良
要
望
は
年
三
、

四
件
だ
。
今
後
も
区
長

要
望
に
よ
り
改
良
工
事

を
し
た
い
。

薗

部　

区
長
は
区
の

代
表
だ
が
町
民
が
直
接

町
に
要
望
し
た
り
、
町

長
や
職
員
は
道
路
事
情

が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、

町
の
方
針
と
し
て
道
路

改
良
し
て
は
。

町

長　

町
の
道
路
改

良
係
は
三
、四
人
だ
。
負

担
が
大
変
だ
。
区
長
要

望
は
地
権
者
の
印
鑑
も

あ
り
、
行
政
主
導
よ
り

早
い
。

な
い
か
。
有
害
駆
除
専

門
の
嘱
託
職
員
の
採
用

は
。

町

長　

今
年
の
10

月
よ
り
県
補
助
金
・
町

補
助
金
合
わ
せ
て
１
頭

１
万
６
千
円
だ
。
10
月
に

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が

で
き
た
。
わ
な
に
よ
る
捕

獲
が
可
能
だ
。
地
域
で
の

囲
い
わ
な
は
要
望
が
あ
れ

ば
検
討
す
る
。

箱わなに入ったイノシシ
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三

村　

合
併
後
の
整

備
状
況
と
接
続
率
及
び

増
井
・
磯
野
地
区
の
今

後
の
予
定
は
。

町

長　

常
北
地
区
は

計
画
面
積
３
６
５
ha
に

対
し
て
３
５
１
ha
。
桂

地
区
は
３
０
３
ha
に
対

し
て
２
７
４
ha
整
備
し

て
い
る
。
接
続
率
は
県

平
均
89
％
に
対
し
73
％

で
あ
る
。

　

増
井
・
磯
野
地
区
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
審

議
会
の
答
申
を
年
度
内

に
も
ら
い
決
定
し
た
い
。

三

村　

直
近
の
接
続

率
を
示
し
て
ほ
し
い
。

町

長　

直
近
で
い
う

と
経
過
５
年
で
47
％
だ
。

80
％
以
上
の
接
続
率
を

目
指
し
戸
別
訪
問
等
を

実
施
し
努
力
し
て
い
き

た
い
。

農
業
集
落
排
水
事

業
は

三

村　

整
備
状
況
及

び
上
入
野
地
区
農
業
集

落
排
水
施
設
の
老
朽
化

へ
の
対
応
は
。

町

長　

上
入
野
地

区
・
青
山
地
区
・
古
内

地
区
・
北
方
高
根
地
区
・

孫
根
地
区
の
５
区
が
稼

働
し
て
い
る
。
上
入
野

地
区
は
供
用
開
始
後
20

年
が
経
過
し
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
も
年
間
１
，

０
０
０
万
円
以
上
に
な

っ
て
い
る
。
施
設
機
能

維
持
に
は
、
処
理
施
設

を
廃
止
し
公
共
下
水
道

へ
統
合
す
る
こ
と
が
財

政
上
最
も
経
費
削
減
が

期
待
で
き
る
。

公
共
下
水
道
事
業

と
農
業
集
落
排
水

事
業
の
統
合
は

三

村　

全
国
的
な
先

進
事
例
は
。

町

長　

42
都
道
府
県

で
３
０
７
カ
所
の
事
例

が
あ
る
が
茨
城
県
で
は

ま
だ
一
例
も
な
い
。

三

村　

増
井
地
区
と

上
入
野
農
集
排
事
業
の

統
合
は
。

町

長　

こ
の
件
に
関

し
て
も
下
水
道
審
議
会

に
諮
問
し
て
い
る
が
、

統
合
に
至
る
ま
で
に
は

増
井
地
区
や
上
入
野
地

区
ま
で
の
幹
線
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

ず
は
増
井
地
区
の
整
備

を
推
進
し
た
い
。

三

村　

今
後
、
他
の

地
区
も
公
共
下
水
道
と

農
業
集
落
排
水
と
の
統

合
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町

長　

下
水
道
事
業

は
維
持
管
理
費
を
利
用

料
金
や
分
担
金
で
賄
え

て
い
る
が
農
業
集
落
排

水
は
厳
し
い
状
況
だ
。

町
の
財
政
上
も
今
後
は

統
合
を
計
画
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

三
み む ら

村　孝
た か の ぶ

信　議員

《町長》	町の財政上、統合を計画的に進めて
いきたい。

公共下水道事業について
公共下水道事業と農業集落排水事業の統合は

上入野農業集落排水施設


